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ニ
ュ
ー
ス

募
　
　
集

お
知
ら
せ

お知らせ

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

　

今
年
も
３
月
１
日
（
土
）
か
ら

７
日
（
金
）
の
一
週
間
、
全
国
一

斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と

か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま

た
い
っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
る
と

急
速
に
延
焼
拡
大
し
、
大
火
と
な

る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
改
め
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
「
火
の
用
心
」
に

対
す
る
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

火
災
予
防
思
想
の
普
及
並
び
に
啓

発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
高

齢
者
、
幼
児
な
ど
の
発
生
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
や

子
ど
も
の
生
活
す
る
部
屋
は
一
階

の
避
難
し
や
す
い
所
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

こ
の
運
動
を
契
機
に
各
家
庭
各

職
場
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
や
電

気
器
具
な
ど
の
点
検
整
備
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
火
気
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

※
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

－

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

－

【
３
つ
の
習
慣
】

①
た
ば
こ
の
不
始
末
は
、
絶
対
や

め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

（
条
例
で
義
務
化
）

②
被
害
軽
減
の
た
め
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
製
品

を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

火
事
・
救
急
は　
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火
災
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ど
の
問
い
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せ
は　
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※
普
通
救
命
講
習
　

　
　
受
講
者
随
時
受
付
中

　
（
毎
月
第
２
日
曜
日
実
施
）

お知らせ
い
の
町
行
財
政
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
、
い
の
町
第
２
次
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

１
．
民
間
委
託
等
の
推
進

・
平
成
24
年
度
か
ら
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
吾
北
荘
が
民
営
化

さ
れ
ま
し
た
。

２
．
第
三
セ
ク
タ
ー
・
地
方
公
社

の
見
直
し

・
特
例
財
団
法
人
い
の
町
農
業
公

社
が
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
公

益
財
団
法
人
へ
移
行
さ
れ
ま
し

た
。

・
い
の
町
土
地
開
発
公
社
が
、
現

在
解
散
に
向
け
て
手
続
中
で
す
。

３
．
新
た
な
財
源
確
保
の
研
究
・

推
進

・
い
の
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
、
雑
誌
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を

き
っ
か
け
に
注
目
を
集
め
、
平

成
24
年
度
の
82
件
１
，４
８
７
，

０
０
０
円
（
１
月
21
日
時
点
）

に
対
し
、
平
成
25
年
度
は
同
時

点
で
１
，６
７
３
件
２
２
，２
５

４
，０
０
０
円
と
、
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

４
．
定
員
管
理
の
適
正
化

・
定
員
管
理
の
数
値
目
標
の
年
次

別
進
捗
状
況
（
実
績
）
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
職
員
給
与
等
の

公
表
の
中
の
「
６　

職
員
数
の

状
況
」
の
「（
３
）定
員
管
理
の

数
値
目
標
及
び
進
捗
状
況
」
の

と
お
り
で
す
。
（
５
ペ
ー
ジ
参

照
）

お知らせ
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
水
道

料
金
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

4
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

料
金
体
系
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
課
税
対
象
で
あ
る
も
の
は

増
税
分
を
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
ご

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
料
金
な
ど

　

・
水
道
料
金
、
新
設
分
担
金

　

・
下
水
道
使
用
料

　

・
天
王
地
区
汚
水
処
理
施
設

　
　

使
用
料

　

・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

▼
新
税
率
へ
の
切
り
替
え
時
期
に

つ
い
て

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は

経
過
措
置
の
対
象
と
な
り
、
6
月

分
（
5
月
に
検
針
し
、
6
月
以
降

に
納
入
し
て
い
た
だ
く
料
金
）
か

ら
新
税
率
を
適
用
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
４
月
１
日
以
降
に
使

用
を
開
始
し
た
場
合
は
、
最
初
の

検
針
分
か
ら
新
税
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。）

　

八
代
地
区
の
農
業
集
落
排
水
施

設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
毎
月
１

日
現
在
の
人
員
で
算
定
し
て
い
る

た
め
5
月
分
よ
り
新
税
率
を
適
用

し
ま
す
。

　

給
水
工
事
申
請
時
に
か
か
る
新

設
分
担
金
に
つ
い
て
は
4
月
1
日

以
降
の
申
請
か
ら
新
税
率
を
適
用

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
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吾
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総
合
支
所
建
設
課
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本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
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